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【改訂】第 1 版（2007-03-31）
【科目】[ 地球環境科学 II]

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】後期・1 単位
【対象学科・専攻】物質工学科・5 年次
【担当教員】

中島 敏

【授業目標・教育方針】
基礎的な化学の知識があることを前提として、環境中に放出された化学物質の影響や、毒性の評価の方法について学
ぶ。

【授業概要】
地球上には数多くの動植物が生存し、調和のとれた生態系内でそれぞれの種が生命活動をおこなっている。われわれ
人類がこの地球上で生きながらえるためには、環境について学び、住み良い環境を保持しなければならない。環境問
題は、自然科学、社会科学の諸分野にまたがっている。人間活動はすなわち環境へのはたらきかけであるが、特に多
少なりとも化学に関わるものとして、環境問題に対して無関心であってよいものではない。ある問題が提起されたと
きにも、自分なりに情報を収集して、それにもとづきバランスのとれた判断をすることが可能となるように、基礎的
な知識、特に化学的な側面を涵養することを目的とする。特に最近話題となることが多いダイオキシンや環境ホルモ
ンといった話題についても概説し、内容の理解をはかる。また、PRTR、ISO14000 シリーズなどについても概説し、
事業団体としての環境問題への取り組みについて説明する。
また、随時、新聞やテレビニュースで話題になった環境問題関連の記事についてリアルタイムに紹介および解説をす
る。

【教科書・教材・参考書 等】
川合真一郎他 新版　明日の環境と人間、化学同人
新田義孝 [ 演習 ]　地球環境論、倍風館

【成績評価方法】
［後期］中間試験：50%，期末試験：50%，その他：中間及び期末試験を等価に評価する。

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(1) 基礎工学の内容は，1) 設計・システム系科目群，2) 情報・論理系科目群，3) 材料・バイオ系科目群，4) 力学系
科目群，5) 社会技術系科目群からなり，各群から少なくとも１科目，合計最低６科目についての知識と能力

【授業計画】（授業名：[ 地球環境科学 II]）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 人間をとりまく環境要因、環境倫理学
第 2 回 元素の普存、必須元素
第 3 回 自浄作用
第 4 回 統計的手法と測定誤差の評価、薬理学の基礎（用量－

反応曲線）
第 5 回 毒性の定量化、毒物および劇物、変異原性
第 6 回 生物濃縮と生物学的半減期
第 7 回 ダイオキシンの構造と毒性、発生源、曝露の現状
第 8 回 中間試験
第 9 回 ダイオキシン関連の事故と被害
第 10 回 有害廃棄物の越境移動の規制に関するバーゼル条約、

その他の環境に関する国際的な取り決め
第 11 回 残留性有機汚染物質 (POPs)、農薬
第 12 回 環境ホルモンが問題視された理由、作用メカニズムと

評価法、SPEED&apos;98 評価結果
第 13 回 予防原則とトータルリスクミニマム、汚染者負担の原

則
第 14 回 化学物質の適性管理、PRTR、リスクマネジメント
第 15 回 ISO14000 シリーズ、化審法

- 1 -


